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  実は困っていたんです(2007.8)


  
    「穏やかな時間の中で」の『Call Me』のその後です。

    　

    　

    　託生とあっち向いてホイをした後、ウインクなんぞを決めてバスルームのドアを開けたのだが、実はとんでもなく困っていた。

    　

    　昨晩はたまたま先に託生が風呂を使った。

    　しかし、風呂から上がった託生があんなに艶っぽく変化するとは、思いもしなかったのだ。

    　立ち上る石鹸の香りに、しっとりと濡れた黒髪。パジャマの襟元から見える、ピンク色に染まったきめ細やかな肌。

    　生唾物の色っぽさに、思わず笹かまを喉に詰まらせそうになってしまった。

    　その後、バスルームで空しく処理したのは、仕方なかろう。

    　………と、思い出したとたん、これだ。

    　本人の意思を無視して暴走する下半身に、溜息を吐きつつ、

    「やっぱりヤバイ」

    　何か適当な理由を考えて、託生を先に風呂に入れなければ、オレは2回も風呂に入るはめになる。

    　………これしかないな。

    「あーー！！」

    　わざと大声を出しガタンとドアを開けた。

    　もちろん下半身はシャツで隠してある。

    「ギイ？」

    「章三に書類渡すの忘れてた」

    　そのまま託生に背中を向け、机から適当な紙を数枚取り出し、

    「ちょっと遅くなるかもしれないから、風呂が冷めないうちに入れよ」

    「そ………そう？」

    　オレの言葉に何の疑いもなく、託生はタンスから着替えを取り出し、

    「じゃ、お先」

    　バスルームに入っていった。

    　色っぽいのは託生のせいではないけれど、無自覚な所がオレ的に恨めしい。

    「いつまで誤魔化されてくれるかね」

    　ドア越しに聞こえる水音を聞きながら、深い溜息を吐いた。

    　

    　

    2ヶ月の禁欲生活の間、ギイはいろいろと我慢したんだろうなぁと思っていたら、こんなになりました。

    健康優良児ですからねぇ。

    悶々とした毎日を送っていたことでしょう。

    (2007.8.10)

    

    《追記》

    『困っていたんです』をカテゴリー分けしました。

    (2010.9.29)
  


  まだまだ困っていたんです(2007.9)


  
    「実は困っていたんです」の続きです。

    　

    　

    　

    　今日もまた、風呂上りの託生の色っぽさにノックアウトされ、着替えで下半身を隠しながらバスルームのドアを開けた。

    　どうして、主人のオレの言うことを聞いてくれないんだ！

    　分身のあまりの節操のなさに、我ながら情けなくなる。

    　体と髪を洗い、自己主張をする下半身の始末をして、オレは浴槽に浸かった。

    「恋人になって2日目か」

    　正確に言うと26時間。

    　たった22日前の1年生の終業式の時は、絶望的な片思いに打ちのめされていたのだが、同室になり（託生のトラブルの仲介にはオレが必要と認識させた結 果）、託生と名前を呼べ（呼びたかったが為に勝手に呼んだのだが）、告白ができ（2人きりの暗闇の空間とオレの我慢がきかなかった結果）、恋人になった （奇跡のレインボー・ボイスよ、ありがとう！）、人生最高の26時間だ。

    　託生を腕に抱け、「好きだよ」と言ってもらえた、この幸せ。

    　オレの恋人は葉山託生だと。

    　葉山託生の恋人はオレだと。

    「もう、誰彼かまわず、言ってしまいたい！」

    　気持ち的には、ジタバタとやりたいのだが、風呂の中でやるのはバシャバシャと五月蝿いだけだ。

    　それに、やはり託生には格好いいところを見せたいじゃないか。

    　恋する男は健気なのだ。

    　オレは深呼吸して気持ちを落ち着け、風呂をあがった。

    　

    　

    　少しはオレに慣れてくれたのか、バスルームを出た時に、託生は自分のベッドで横になりながら本を読んでいた。

    「ギイって、お風呂ゆっくりなんだね」

    　バスルームから出てきたオレを、意外そうに、不思議そうに見ながら、疑問を投げかけた。

    　ギクッ。

    　内心の焦りを隠して、ポーカーフェイスで繕い、少し驚いた風を装う。

    「オレ、そんなに長いか？」

    「あ、そういう意味じゃなくって、アメリカってシャワーのイメージがあるから、早いのかなって思ってた」

    　あぁ、なるほど。

    「汗かいたときなんかは、手早くシャワーを浴びるときがあるが、やっぱり風呂に浸かって体を伸ばしたいな」

    「そうなんだ。疲れも取れるしね」

    　オレの言葉に、託生は素直に頷いているが、時間がかかるのは別件の処理しているからであって………。

    　と、気付かない託生は、

    「じゃあ、温泉も好きなんだね」

    　断言するように、問いかけた。

    「そりゃ、もちろん！一度、温泉巡りしてみたいんだがな」

    「温泉巡りかぁ。ぼくは露天風呂が好きかな。熱いけど風が涼しくて、気持ちいいよね」

    　露天風呂………。

    　潮騒の聞こえる露天風呂に、肌をピンクに染めた託生………。

    　うっとりとその風景を思い浮かべ………ズックン！

    　ヤバッ！

    「ギイ、どうしたの？」

    「いや、歯を磨くの忘れてた」

    　慌てて洗面所のドアを開け逃げ込んだ。

    　オレ、いつまで理性持つのだろうか。

    　下半身を宥めつつ、深い深い溜息を吐いた。

    　

    　

    　

    えぇっと本当は「困ったおもちゃ箱」に入れたかったんですけど（ギイのキャラ壊れてるし；）、「実は困っていたんです」の続編に当たるんで、こちらにアップしてみました。

    でも、ギイって健全な青少年だし、天然で可愛い託生君を前にあたふたしてたと思うんですよ。

    ………にしては、壊れすぎました？（汗）

    （2007.9.21）

    

    《追記》

    『困っていたんです』をカテゴリー分けしました。

    (2010.9.29)
  


  やっぱり困っていたんです(2010.9)


  
    「あ、雨」

    　窓際の席に座っていた託生の声に、オレは窓の外に視線を移した。

    　今日の降水確率は30％。しかし、梅雨が近いこの時期は、いつ雨が降ってもおかしくはない。

    「山の天気は変わりやすいからなぁ」

    「これ以上、降らなきゃいいけどね」

    　しかし願いは空しく、学院前のバス停に着いたときには、どしゃぶりの雨になってしまっていた。

    「託生、走るぞ！」

    「うん！」

    　二人で桜並木の中を音を立てて走る。顔に容赦なく雨粒が当たり、雨量の激しさを物語っていた。

    　寮の玄関に駆け込んだときには、案の定二人とも頭からずぶ濡れになってしまい、全身からポタポタと雫が落ちる。

    「もう、ベタベタ」

    　言いながら、託生は靴と靴下をその場で脱ぎ、ロビーに足を踏み出した。

    　その時、目に飛び込んできたのは、雨を吸って肌に張り付いた白いポロシャツと………。

    「託生、待て！」

    「え？」

    　思わず、自分の上着を託生にガバッと着せ掛けた。

    「なに？」

    「いいから着ておけって」

    「これ重いし冷たいんだけど」

    　そりゃ、雨を吸ってるんだから、重いし冷たいだろうな。でもな、ロビーには数人とは言え、他の人間がいるんだぞ。

    　そんな格好を他人の目に晒すほど、心が広いわけがない。というか、オレでさえ、まともに見たことがないのに！！

    「ギイ？」

    　キョトンと小首を傾げてオレを見る託生の可愛らしさと鈍感さにクラリと眩暈を感じるが、それよりも、この場から一刻も早く託生を連れ出さなければ、オレの理性が危うい。

    　オレは託生を急き立てて階段を上り、305号室のドアを開く。

    「ほら、早くシャワー浴びて来い」

    「ちょ………ちょっと、ギイ？」

    「ほら、早く」

    　託生をバスルームに追い立てると、オレは力なく椅子にどっかりと座った。心を落ち着けようと深呼吸するものの、先程見た光景が頭から離れない。

    　白いポロシャツに透けて見える、託生の乳首。

    　小さくてほんのりピンクで控えめに存在する、託生の乳首。

    「託生の………乳首」

    　思わず声に出てしまい、慌てて口を覆う。

    「ダメだ。忘れろ忘れろ。忘れるんだ」

    　自己暗示をかけたところで全くもって効果はない。こんな時ほど己の知能指数の高さを有難く………いや恨めしく感じることもない。

    「託生、ごめん、当分おかずになるかも」

    　シャワーの音が響くドアに向かって、オレはパンと手を合わせた。

    

    

    

    

    ギイのキャラ、相変わらずヘタレてる；；

    おまけを書いていたのですが、おまけでは収まらなかったので「とにかく困っていたんです」として、アップします。

    笑って許していただければ、光栄です。

    (2010.9.28)

    

    《追記》

    『困っていたんです』をカテゴリー分けしました。

    (2010.9.29)
  


  とにかく困っていたんです(2010.9)


  
    「やっぱり困っていたんです」の続き（おまけ）です。

    

    

    

    　バスルームのドアが開く音に無意識に視線を向けたオレは、目の前に飛び込んできた光景にあんぐりと口を開けた。

    「もう、ギイが急かすから、着替え持っていけなかったじゃないか」

    「………………」

    「バスタオルも、昨日のを使うしかなかったんだよ」

    「………………………」

    「着替えたら交代するね」

    「………………………………」

    　託生は、細い腰にバスタオル一枚を巻いてタンスから着替えを取り出し、もう一度ドアの向こうに消えていった。

    　………今のは、夢だったのだろうか。

    　思わず、自分の頬を抓る。

    「………痛い」

    　痛いということは、今見たのは現実だということだ。

    　と、回転が悪くなった頭で考えてみる。

    　暖まってほのかなピンクに染まった肌と、綺麗な桜色した二つの果実。バスタオルが少しずれたのか、尻の丸みを分ける窄みが覗き、張り付いた布地が体の線をハッキリと写していた。

    　そして、着替えを持っていなかったということは、

    「もしかしなくても、ノーパン？！」

    　あの布地の中には、託生のアレが………。

    「うっ！」

    　オレは、顔を上に向け手で鼻を塞いだ。

    　急速にあちこち血が集まっていくような気がするのは、たぶんオレの気のせいじゃない。

    「ギイ、シャワー空いたよ」

    　遠くで暢気な託生の声がする。

    「ギイ、どうしたの、風邪引くよ？」

    　バスタオルで頭を拭きながら、託生がオレを覗き込んだ。

    　しっかり服を着込んでいるのに、オレの目にはさっきのセミヌードが重なって、

    「熱出てきそう………」

    「ちょっ………早く、暖まっておいでよ！」

    　慌てた託生に今度はオレがバスルームに急き立てられたのだが、洗面所のボックスの中に無造作に投げられた白いポロシャツが目に映ったとき、オレの分身が………果てた。

    　自己嫌悪と下半身の気持ち悪さに、力なくその場にしゃがみこむ。

    　オレ、もうダメかも………。

    

    

    

    

    「やっぱり困っていたんです」のおまけで書き始めたものの、思っていたよりも長くなってしまったので分けました。

    たぶんギイは、○|￣|＿　となっていたことでしょう。

    というか「困っていたんです」、カテゴリー分けたほうがいいのでしょうか………；

    (2010.9.28)

    

    《追記》

    『困っていたんです』をカテゴリー分けしました。

    (2010.9.29)
  


  けっきょく困っていたんです(2011.7)


  
    　ホームルームが終わり、教室の端に座っている託生に目をやると、前の席のヤツが振り返り託生に話しかけているところだった。

    　二年になり、人間接触嫌悪症は治らずとも人一人分空けて接するオレを見てからか、一人二人と託生と話す人間が増えている。託生自身も、話し掛けられれば普通に応え、人間一人分の距離さえなければ、ごく自然にクラスメイトと会話をしている風景だ。

    　帰り支度をしながら話をしている託生に誰かが近寄ったと思ったら、ほら、また一人加わった。

    　積極的に会話には参加はしないが、微笑みながら相槌を打つ託生が、実は話相手に最適な人物なのだと、一度会話をしたら気付いてしまうだろう。本人は、コミュニケーションの経験値が少ない為、どう口を挟んだらいいのかわからないだけだが。

    　第一に距離さえ間違えなければ、託生の側は居心地がいいんだ。

    　一年の頃を思えば、いい事だと思う。

    　でもなぁ。オレと話しているときと大差がないのが、気になる。キス止まりであれど、恋人なんだけどなぁ。

    　大きな溜息を吐いたとたん、遠慮なしの鉄拳が頭に入った。

    「ってーぞ、章三」

    「真面目に聞けよ」

    「はいはいはいはい」

    　風紀委員会を通して持ち込まれた二年の厄介事に、うんざりしながら耳を傾ける。

    　どうして、こう引っ切りなしに揉め事起こしやがるんだ。オレは、一分一秒でも託生の側にいたいのに。

    「そんなに葉山が気になるのだったら、さっさと片付けたらいいだろうが」

    　振り返らずともオレの視線の先を的確に言い当て、ついでに一番の解決方法を口に出す。

    　わかってはいるが、オレがうんざりしているのは託生の事だけじゃないんだな。

    「言うがな、章三。ここんとこ毎日だぞ？おかげで洗濯物の山だ」

    　毎朝、洗面所の籠を見て溜息を吐いているんだ。今日こそは、洗濯しようと思っていたのに。

    「溜めるのが悪い」

    「洗濯物なんて、溜めたくねーよ。ランドリールームに行く時間が、どこにある？！」

    「こまめにやれば、溜まらん」

    　容赦なく切り捨てる章三も同じだけ動いているはずだが、こいつの事だ。洗濯物を溜めるなど言語道断とばかりに、完璧に片付けているんだろうな。

    「お前、いつ、やってるんだ？」

    　その主婦魂は尊敬に値するぞ。

    　話を終えた託生が荷物を持ち、席を立つのが目の端に写り、

    「託生」

    　片手を上げて呼んだ。

    　オレの声に振り返り、小首を傾げてトコトコと歩いてくる。

    「ごめん。遅くなるから、晩飯食べておいてくれ。消灯過ぎるかもしれん」

    「うん、いいよ」

    　託生はあっさりと頷き、一歩踏み出し、ふと足を止めた。

    「ん、どうした？」

    「あのさ……」

    　託生は言おうか言うまいか躊躇って、

    「洗濯しておこうか？」

    　おずおずとオレに問いかけた。

    　思ってもみなかった申し出に絶句したオレをどう見たのか、

    「あ！ギイが他人に洗濯物触られるのが嫌だったら……」

    「託生、助かる！」

    　あたふたと言い訳する託生の言葉を遮り、パンっと両手を合わせて頭を下げる。あの山、明日になったら崩れているかもしれない。

    　託生はオレの必死の形相に一瞬呆気に取られ、そして可笑しそうに笑った。

    「うん。やっておくよ」

    「サンキュ」

    　マジに助かった。お礼は奮発しなきゃな。

    　オレ達を黙って見ていた章三が、

    「……葉山、お前、ギイに甘くないか？」

    　指摘する。

    　そういえば、去年オレの洗濯物が溜まっても、お前そんな親切な事しなかったもんな。それどころか、「邪魔だ」と言いつつ、時間をやり繰りするフォローさえなかったよな。

    「そうかな？」

    　素直な託生が、章三の言葉に首をひねる。

    　こら、章三。余計な事言うな。

    　物理的に助かるのはもちろん、オレの洗濯をしてくれるなんて、あれだ、ほら。

    　マイワイフみたいじゃないか。

    「託生、頼むよ」

    「……うん。あれは、ひどいもんね」

    　う………。やはり、そう思われていたか。

    　こっくりと頷いた託生を見ながら、ふとある事が頭を過ぎった。

    「あ、託生」

    「なに？」

    「片倉のも、やったことあるのか？」

    「利久の洗濯？ないよ。どうして？」

    　即答した託生に、

    「いや、なんでもないんだ」

    　と答えつつ、口元が緩みそうになり引き締めた。

    　そうか。片倉のはないのか。オレだけなのか。

    　託生の態度が他のヤツらと一緒だと、つい先程まで不満に思っていた事すら、これだけですっ飛んでしまった。我ながら、単純なものだ。

    「託生。お礼に今度のデート、全部オレのおごりな」

    「デ……！いいよ、そんな……」

    　デートの言葉に頬を赤く染め、パタパタと手を振って「お先！」と教室を飛び出していく。

    　可愛いなぁ。

    　ニヤニヤと見送っていたオレの背後から、

    「ギイの問題も片付いたようだし、そろそろ動いてもらおうか」

    　どすの利いた章三の声が突き刺さった。

    

    

    　無事問題も解決し、消灯過ぎに滑り込んだ305号室。

    　既に室内の照明は落とされ、託生の微かな寝息が耳に届いた。

    　ベッドサイドのスタンドを点し荷物を机の上に置いて、ゆっくりベッドに腰掛けた。暗闇の中に託生の寝顔を見つけ、自然微笑みが浮かぶ。

    　この可愛い寝顔だけで、一日の疲れが吹き飛んでいくようだ。

    　しばし寝顔を堪能してから、シャワーを浴びてこようと立ち上がったとき思い出した。洗濯してくれるって言っていたな。

    　しかし、机にもベッドにも洗濯したはずの衣類がない。

    　もしかして……。

    　音を立てずに開けたタンスの引き出しの中には、きっちりと入れられた服があった。

    　ベッドの上にちょこんと座り、託生がオレの服を畳んでいる姿が脳裏に浮かび頬が緩む。マジにマイワイフみたい。

    　ごろごろと転がりたくなるのを抑え、服を抱き込んだ。

    　ふわりと鼻を掠めるのは、託生のシャツと同じ匂い。

    「自分の洗剤、使ってくれたのか」

    　洗い立ての着替えを取り出し、託生の顔を覗き込む。

    「ありがとな。週末のデート、楽しみにしてろよ」

    　そっと呟いて、洗面所のドアを開いた。

    

    

    　余談だが、パジャマを着込んだとたん、託生がオレを抱きしめているような錯覚に陥り、悶々とした夜を明かしたのはここだけの話だ。

    

    

    

    

    

    ブログより転載

    (2011.7.3)
  


  あいかわらず困っていたんです(2013.2)


  
    　託生と同室になって、早一ヶ月。

    　オレの一挙一動に緊張していた託生も、それなりに慣れてきてくれたようで、今ではごくごく自然体に、オレとの会話ができるようになっていた。

    　恋人にはまだまだ程遠いが、一年の頃に比べれば雲泥の差だ。

    　隣にいることもできず、ましてや話をすることもなく、ただ同じクラスメイトとして認識されていた頃が懐かしく感じるほど、今の生活は充実している。

    　また、起床時間、メシの時間、授業時間に放課後と、お互いの動きをすり合わせて生活する二人のリズムが整い、とりあえず部屋の中での生活は落ち着きを見せていた。

    　そんな夜。

    「おい、託生。風呂沸いたぞ」

    　どこの部屋でも同じだろうが、消灯時刻が決まっているのだから、逆算すると大抵似たり寄ったりの時間に入浴時間がやってくる。

    　だから、いつもどおりの時間に、オレは風呂の湯を溜めたのだが……。

    「ギイ、全然宿題が終わらないから、先に入ってくれないかな？」

    　最初の二日間で、託生の艶かしい変化を目のあたりにし、できる限り後に入ろうと誓ったオレは、毎日あの手この手で託生を風呂に追いやっていたのが、ついに託生から絶体絶命の逃亡禁止宣言をされてしまった。

    　結構長い間、机に向かっていたから、もうそろそろ終わると思っていたのに。

    「どのくらい残ってるんだ？」

    「うーん、ギイがお風呂に入ってる間に終わるくらい」

    　自分の気持ちを隠し、意図的にのんびりと質問したオレに、託生はなにも考えずに答えたのだろうが、それはオレに風呂へ行けと言っているのと同じ。

    「そのくらいなら、風呂からあがってもできるじゃん」

    「ヤダよ。全部終わらせてからお風呂に入った方が、気が楽だよ」

    　ごもっとも。

    　オレだって、全部用事を終わらせてから、風呂くらい入りたい。

    　しかし、あの風呂上りの託生は、オレの目には毒なんだ。できるなら、悶々とした下半身を抱えたまま、ベッドには入りたくないのだが。

    　恋人の距離感は無理だが、それでもオレのことを恋人だと、託生は認識してくれている。「愛している」の言葉を受け止めてくれている。

    　それだけで、今は満足しなければいけないのに、もっともっと託生の近くに寄りたい。抱きしめたい。そして、抱きあいたい。

    　けれども、オレの限度を知らぬ欲望を見せれば、託生が怖がるだけだ。それだけは、わかっている。

    　だから、風呂上りの託生に、舌なめずりしている様を見せるわけにはいかない。

    「ギイ？お風呂、冷めちゃうよ」

    　しかし、きょとんとして見上げた託生に罪はない。

    　今まで、なんの疑問も持たずに、先に風呂に入っていたのが不思議なくらいだ。それだけ、色々な理由をつけて、託生を風呂場に送っていたのだから。

    　今日だけだ。明日、また宿題が多そうなら、オレが側で教えてやればいい。

    　たった一日の我慢だ。

    「わかった。先に入らせてもらうよ」

    「うん」

    　そうして、のろのろと箪笥から着替えを取り出し、オレは風呂場に向かったのだった。

    

    

    　どうせ託生の風呂上りに、そういう目にあうんだから、それなら先に処理してしまおうと、いつでも元気な下半身を空っぽにし、結局いつもと変わらない時間 で風呂を上がったオレは、髪をバスタオルで拭きつつ洗面所のドアを開けたのだが、一歩足を踏み入れた部屋の光景にギョッとして立ち止まり、目を見張った。

    「あれぇ？」

    　なぜだかわからないが、託生はオレの机の下に潜っていたのだ。

    　理由はともかく、託生の姿は頭隠して尻隠さず。

    　普段なら可愛らしく見えるかもしれないが、いや、オレ以外の人間が見れば、別になんとも思わないのだろうが、目の前にいるのは手を出したくて出したくて堪らない託生なのだ。

    　机の下から、ひょこっと突き出した、その丸くて形のいい尻を撫でさすり、体の奥に自分を埋め込みたい欲求が体中を駆け巡り震えが走る。

    　あの艶やかな肌に口唇を落とし、汗ばむ肌を重ね、快感に身をよじる託生を……じゃないぞ！

    　お前、それは反則だろ？

    　託生の風呂上りに備えて出すもん出してきたのに、もう満充電になっちまったじゃないか！

    　薄手のパジャマのズボンが憎らしい。

    　託生の尻から視線を外そうとするのだが、どうやっても外れてくれない己の本能に、仕方なくバスタオルを左腕にかけ、素直に反応している下半身を隠して、なにかを探しているらしい託生の側に寄った。

    「あった！」

    「なにやってんだ？」

    　一声かけた瞬間、ゴン！と、いかにも痛そうな音が響き、机の下で託生が頭をかかえているのが目の端に写る。

    　お約束どおりの反応に普段なら笑うところなのだが、それだけの余裕がオレにはないようだ。

    　頭をかかえたと同時に高く上がった尻に、無意識に手を伸ばしそうになり、必死になって自分を押さえる。

    　ここで撫でれば、ただの痴漢だ。

    　それに、この感触を知ってしまったら、自分がどうなるのか定かじゃない。

    　大きく深呼吸して、蜘蛛の糸ほどになって離れそうになっている平常心を繋ぎ止める。

    「いった～～～」

    「大丈夫か？」

    「大丈夫じゃないよ」

    　涙声で非難する託生には同情するが、あのな、とりあえず出てきてくれ！オレの目の前で四つんばいになるんじゃない！襲うぞ！

    　心の声が聞こえたのか、託生がのろのろと這い出てくる。

    　また頭を打たないようにだろうが、その慎重なスピードと尻の動きに、どんどん腰が曲がってきた。

    「ギイ、ひどい」

    「なにがだよ」

    　別に大声で叫んだわけじゃあるまいし。

    　と続けようとしたオレを、うるうるの涙目で見上げられてみろ。

    　ヤバイ。

    「ギイ？！」

    　無意識の色っぽさに、腰の力が抜けガックリ膝まづいたオレに、託生が慌てて向き直る。

    「いや、少し湯あたりしたみたいだ」

    　託生とオレを仕切るカーテンのようにバスタオルを腕からたらし、顔を隠した。

    　お前、オレと同じ歳だよな。だったら、このみなぎる性欲も理解してくれてもいいような気もするんだけど。

    　いや、それ以前に、無意識すぎる色気をなんとかしてもらえないだろうか。ぐらぐらの自制心が、やじろべえのようになっているんだけど。

    　落ち着け。落ち着いてくれ。オレ。

    「ベッドに横になったほうがいいよ？」

    　内心焦っているオレの様子に、全く気付いていないらしい託生が、心配そうに覗きこむ。

    　その手には、MONOの消しゴムが握られていた。

    「それを、落としたのか？」

    　オレから意識を外そうと消しゴムを指差すと、案の定、素直に視線を消しゴムに移し、こっくりと頷いて、

    「勢いついちゃったみたい」

    　と、少し恥ずかしそうにはにかみ…………降参します。オレの負け。

    　託生がどんな表情をしたって、今のオレには誘われているようにしか見えません。

    「ギイ？」

    「……オレのことはいいから、風呂入ってこいよ。お湯、足してるから。冷めちまうぞ」

    「でも、大丈夫？」

    「大丈夫、大丈夫。先に横になってる」

    「うん」

    　なにごともなかったかのように、必死ににこやかな顔を作ってベッドに座り、託生がドアの向こうに消え跳ねる水音が聞こえたと同時に、ベッドに飛び込んでティッシュに手を伸ばした。

    　いつまで持ってくれる、オレの理性？

    　どれも、これも、あれも、それも、託生が可愛すぎるのが、悪いんだ！

    

    

    

    (2013.2.21 ブログより加筆転載)
  


  モーレツ困っていたんです(2014.11)


  
    　四月とは言え、まだまだ寒さが残る山奥祠堂。それでも、桜の蕾がほころび始め、春の色がそこかしこに見え隠れている様は、まるでオレと託生の仲を映し出しているようだ。

    　クラスメイトでルームメイト。そして………最愛の恋人。

    　恋人……恋人………オレのコ・イ・ビ・ト。

    　く～～～～～っ！この言葉を使う日がくるとは、なんて輝く素晴らしい日々なんだ！

    　朝起きるたびに隣のベッドにいる託生を確認し、託生の「おやすみ」の言葉で眠りにつく。この特権は誰にも、やらん。

    　いつかは、生まれたままの姿の託生を抱きしめ、おはようのキスにおやすみのキスを存分に味わいたいものだが、人間接触嫌悪症の託生を相手にそこまで焦って怖がられたら元も子もない。たった一月前は話しかけることさえできなかったのだから。

    　今は自分の立場を最大限に利用し、託生自身にオレが隣にいることが当たり前のことなのだと慣れてもらわなければ。

    　でも、いつか、きっと、身も心も託生を我が物に………！

    「ギイ、帰らないの？」

    　不思議そうに覗き込んでいる託生の顔に現実が戻る。いかん。あまりの幸せな日々に、ここが教室だと言うことを忘れていた。いつの間にか終礼は終わり、担任の姿も消えている。オレ、無意識に号令をかけたのか？

    「もしかして体調悪い？」

    「いや、大丈夫だ。一緒に部屋に帰ろうか」

    　少し顔を曇らせた託生に、立ち上がりながらにっこり微笑む。とたん、託生の頬がうっすらと桃色に色付き、視線がうろつき始めた。そして目を伏せ気味に、またオレへと戻ってくる。

    　可愛らしさと色っぽさが絶妙に混じった一連の流れに、ドキリと心臓が鳴り頬が弛んだ。

    　託生にこんな顔をさせられるのがオレなんだと思えば、この顔もなかなか使い勝手があ……、

    「いてっ！」

    「ギイ、二十分後、忘れるなよ」

    「章三、お前な！」

    　咄嗟に託生が一歩後ろにずれ、オレ達の間を割りいるように遠慮なく横柄に歩きながら、オレの後頭部を荷物で殴っていった章三に文句を言うも、ひらひらと手を振りながらヤツは、さっさと姿を消した。

    「あのやろ」

    「ギイ、号令かけたの赤池君なんだよ」

    　あ、やっぱり忘れてたのか、オレ。じゃあ、これで貸し借りゼロだな。

    　さっさと流して託生に向き直る。そんな些細なことで、託生との時間を一秒も使いたくない。

    「託生、帰ろうか」

    　オレ達のスウィートルームに。

    　こっくり頷いた託生を促し、寮までの小デートを楽しむことにした。

    

    

    　三〇五号室のドアを開け一歩足を踏み入れると、籠っていた空気がオレを包み込んだ。だからと言って嫌悪感は全くない。去年とは違う匂いに、今はドアを開 けるたび新鮮な気分になっているが、いつか慣れてしまうのだろう。少し残念な気もするが、それだけ託生と二人でいることが当たり前になっているはず。オレ と託生が暮らしているという証拠なのだから。

    　お互い私服に着替え、オレは章三との打ち合わせに必要な書類を用意するために机の引き出しを開け、託生はそのまま洗面所に向かった。そして、自分の洗濯籠を持って出てくる。無造作に入れたらしい洗剤の箱が、籠から頭を覗かせていた。

    「じゃあ、ぼく、洗濯してくるよ」

    「あぁ。オレもすぐに出るから、鍵持っていってくれ」

    「うん、わかった」

    　託生は素直にドアの横にかけてある鍵を一つ手に取って、部屋を出ていく。

    　どっちの鍵が誰の物かは、あえて決めていなかった。オレの鍵であって託生の鍵でもある。託生もオレもそこまで潔癖症ではないし、これ幸いにと有耶無耶のままに言及していない。共有することが大切なんだ。

    　さて、そろそろオレも出るかとひとまとめにした書類を手に取ったとき、右目にチリリと痛みを感じた。目にゴミが入ったようだ。

    　仕方なく洗面所のドアを開け、鏡を覗きこんだのだが、面倒なので片手で水を汲み瞬きを繰り返した。そして置いてあるタオルで顔を拭こうと手を伸ばしたとき、床に落ちているそれが視界に飛び込んだ。

    　布だ。何の変哲もない。しかし、オレは目を逸らすことができなかった。タオルよりも、それで顔を拭きたいなんてことは、決してこれっぽっちも思ってないぞ。

    　震える手で、それを手に取りまじまじと見る。

    　たかが布。しかしオレにとっては、エベレストどころか宇宙の果てにあるような、貴重な貴重な秘宝。これは………。

    　カラカラに乾いた喉がゴクリと鳴る。

    「託生の………パンツ………」

    　あの託生の肌を隠すアイテム。最後の最後の最後の！！いちまい。いつか、ピンク色に染まった託生の肌から、剥ぎ取りたいパンツ。

    　そう認識した途端、鼻の奥がカーッと熱くなり慌てて鼻を押さえながら上を向いた。しかし、もう片方の手がパンツを離すことはない。

    　どうして託生のパンツがここに……。あぁ、さっき籠から落ちてしまったんだな。

    　そうとしか考えられない当たり前のことを脳内で繰り返し分析しているオレは、自分が思っている以上にパニックになっているらしい。

    　どうする、このパンツ？今からランドリールームに走れば、まだ間に合うのだろうが、このまま自分の物に……いやいや、そんな下着泥棒のような真似は……。それこそ託生に気付かれでもしたら……。

    　軽蔑した冷たい視線を想像し震え上がった。せっかく恋人になれたのに、そんな危ない橋を渡れるか！

    　あぁ、そうこうするうちに、洗濯が間に合わなくなるじゃないか。いや、オレが洗濯するときに混じっていたと言えば、それまでの間、オレの手中に………。

    　そのときパンツを握り締めグルグルと考え込んでいるオレの背後の突然ドアが開き、飛び上がらんくらい驚いた。

    「あれ、ギイ、どうしたの？時間大丈夫？」

    　部屋のドアを開ける音も聞こえないほど、夢中になっていた自分に愕然とし、しかし、驚きのあまり必死に抑え込んでいた鼻血がポタリと床に落ちた。

    「ギイ？！」

    「大丈夫だ………」

    「でも！」

    　慌ててタオルをオレの手に押し付け、心配そうに覗き込む託生からは見えないだろうが、このままではこの握りしめたパンツの存在に気付かれてしまう。それはダメだ。こんな奇跡のようなタイミングなんて、次はいつ遭遇できるかわからないじゃないか。

    　なので、もぞもぞと動いて尻の下にパンツを隠し、

    「それより、託生。章三に遅れると伝言頼む。談話室にいるはずだから」

    　託生をここから遠ざけることにした。

    「赤池君に？」

    「さっき言ってただろ？二十分後って」

    　教室で章三にかけられた台詞を思い出したのか力強く頷き、

    「わかった！鼻血で遅れるって言ってくるよ！」

    「え、たく……」

    　鼻血は余計だ！

    　言うなり一瞬でドアの向こうに消えた。

    　あとで章三に小言を言われるだろうなと思いつつ、小鼻を指でつまんで圧迫止血を行いながら、オレの洗濯籠に託生のパンツを潜り込ませる。これ以上視界に入れると出血多量になりそうだ。

    

    

    「なーに見て興奮したんだか」

    「別にー」

    　鼻にティッシュを詰めて談話室に現れたオレの顔を見た途端、心底呆れた顔を寄越した章三の視線を跳ね除けた先に、

    「Oh！モーレツ！」

    　と、わけのわからない古臭いＣＭが流れ、めくれ上がったスカートの下から現れた白いパンツの映像に、オレは力なくへたりこんだ。タイミング悪すぎだ！

    「………ギイ、恥ずかしいぞ、それ」

    「うるさい」

    　オレの様子を見て、勘のいい相棒は鼻血の原因に思い当たったのだろう。

    「野郎の下着見て、どこがおもしろいのやら」

    　と言いつつ、乱暴にティッシュを投げてよこした。

    

    

    

    ギイのイメージをことごとく潰したことに謝罪いたしますm(_ _)m
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